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根室地域プロジェクト改革計画書 （変更）

（北洋さけ・ます代替漁業（さぱ・いわし棒受網漁業））

地域プロジェクト名称 根室地域プロジェクト

名 手都 落石漁業協同組合

地域ブロラェクト

運 邑.....,,, 者 代表者名 代表理事組合長中野勝平

住 戸万 北海道根室市落石西395番地2先埋立地

計画策定年月 平成28年4月

計画変更年月 平成29年2月 計画期間 平成28年度から平成32年度

計画変更年月 平成30年2月

実証事業の種類 資源管理文は国際漁業再編対策の実施に伴う他魚種転換等の経嘗

多角化の実証事業
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的

ロシア200海里水域内におけるさけ・ます流し網漁業は、日高、十勝を含めた道東地域において春

から初夏にかけての主要漁業として、地域経済の中核を担う大変重要な漁業であるが、ロシアにおいて

「ロシア水域における流し網漁業を20 1 6年1月から禁止する法律Jが成立したため、今年から操業
が出来なくなったところである。

さけ・ます流し網漁業の禁止により、漁業はちとより水産加工、運輸、製函、燃油、船舶資材などの

関連産業に多大な影響が出るちのと考えられ、根室、自｜｜路、十勝、日高管内における漁業と関連産業の

影響額は、約18 5億円と試算されている。

根室地域（根室地区、十勝地区、日高地区）のさけ・ます流し網漁業を行う漁業者（ 1 6隻）は、当

該漁業の後、さんま棒受網漁業とはえなわ漁業を行い周年操業しているところであるが、さけ・ます流

し網漁業の禁止により周年操業が崩れ、乗組員の確保や漁業経嘗の悪化が懸念されるととちに、関連産

業にとっても春からの重要な収入源が絶たれるため、経営の悪化が進む状況となっており、既に根室管

内の製函業2社が廃業するなど影響が現れはじめている。

このため、さけ・ます流し網漁業に代わる新たな漁業の創設が求められているところであるが、今般、

ちうかる漁業創設支援事業の活用により、 5月から7月の3か月間の「さぱ・いわし棒受網漁業」 への

転換を図り、新たな漁業の実証を進めることで、一刻ち早く代替漁業の確立を図ろうとするちのである。

目1. 

＜新たな漁業の創設による効果＞

0従来の他漁業を組み合わせた年間操業パターン
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地域経済への影響

約185億円

周年雇用の確保、

経富の安定化

地域経済の疲弊
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2.地域の概要等

( 1 ）地域の概要

当地域プロラ工クトのさけ・ます流し網漁船は、根室地区の4漁協12隻、十勝地区の2漁協2隻、

及び日高地区のl漁協2隻の計7漁協16隻から構成されるが、ここでは、各地区ごとにその概要を

紹介する。

①根室地区は、北海道の最東端に位置し、北東部はオホーツク海に面し、南部は太平洋に面しており、

市内に4つの漁協（根室、落石、歯舞、根室湾中部）を有している。
根室市の水産業は、北洋さけ・ます、サンマ、スケトウダラ、ホタテ刀イ等を主体とする漁船漁業、

秋サケを主体とする定置網漁業及びコンブ、ウ二、アサリ等を主体とする採員藻漁業からなっており、

道内漁業生産の約2割を占める一大生産地域となっており、根室市の平成26年度の総水揚げ量は

105, 299九、水揚げ金額は25, 847, 707千円となっている。花咲港においては、 8月

から始まるさんま漁で水揚げ数量が6年連続日本一となるなど水産業が基幹産業となっている。

根室市において、「ねむろ水産物普及推進協議会」を立ち上げ市古一体となりおさかな料理教室の

開催など地元水産物の消費拡大に取り組んでいる。

また、大型のサンマを船上で箱詰めした歯舞漁協の「一本立ちさんま」、落石漁協の「しお風」な

ど地域ブランドとして売り出すこと、漁協直売店を利用し道内各地のイベントに参加するなどにより

根室産水産物を全国的に売り出しています。

② 十勝地区は、広尾町、大樹町、豊頃町及び浦幌町の4町が太平洋に面し、海岸線総延長は100畑に

およんでおり、その大部分が砂浜で、岩礁地帯は南部の一部地域だけとなっている。この中で広尾漁

協、大樹漁協の2漁協が地域プロラエクトに参加している。

沖合は、黒潮と親潮が交錯する有数の好漁場で、サケ・マス、スケトウダラ、シシャモ、タコ、ツ

ブ等を対象とした漁業が行われている。さらに、秋サケ、ウ二、マツ力ワカレイの種苗放流など栽培

漁業の積極的な展開を図るととちに、ケ刀二、シシャモなど資源の合理的利用を目指した資源管理型

漁業の定着の促進、そして、漁業資源の維持増大を図るため、魚礁や産卵礁の設置事業を進めており、

プロジェク卜に参加している広尾町・大樹町の平成26年度の総水揚げ量は合算で31, 889トン、

水揚げ金額は6, 214, 345千円となっている。

また、水産関係者と飲食業界が連携・協力し、十勝産の「シシャモ」、「ツブJ、「ホツキJを使った
特別メニューを提供する各種フェアの開催や、厳選された良質な秋サケをブランド化した大樹漁協の

『樹埋士（きこうし）』や広尾漁協の『広輝（こうき）』の販売など、十勝産水産物の販売促進の取組

等を行っている。

③ 日高地区は、北海道の中央南西部に位置し、その大部分を北海道の背骨といわれる日高山脈とほぼ

それに並行して走る海岸線に狭まれた長方形状の地理を成し、面積の8割近くが山林で占められてお

り、豊富な森林資源に恵まれ、少ない平野部には牧場が広がり、優駿が草をはむ牧歌的風景が見られ

る。

当地区の漁協は、内陸の平取町を除く 6町に10の漁協を有していたが、平成17年～平成18年

の合併により西部地区のひだか漁協、中部地区の日高中央漁協、東部地区のえりち漁協と3漁協と行

政区分を越える広域統合を行い現在に至っている。海岸線延長は16 7畑を有し、親潮と黒潮のぶつ

かり合う好漁場に恵まれ、平成17年から平成26年における 10年間の平均水揚げ量は44, 0 4 

3トン、水揚金額は16,097百万円となっており、さけ・ます、ごんぷを主として、すけとうだ

ら、たこ、かれい類を対象とした漁業が行われている。

また、漁協や日高定置漁業者協会等が中心等となり、地域特産のこんぶを『ひだかこんぷ』、一定

の基準を満たした秋鮭の『銀聖』など地域ブランドとして、地産地消はちとより全道、全国への販売

促進に取り組んでいる。
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( 2）さけ・ます流し網漁業の現状と漁業禁止に伴う課題

さけ・ます流し網漁業は、大正期に漁業技術が開発され、特に終戦後は母船式さけ・ます漁業（漁法

は流し網による）ととちに基地式のさけ・ます流し網漁業ち隆盛し、遠洋漁業の主力として漁業生産量

の増大に大きく貢献してきた。しかし、さけ・ます類に関する母川国主義の台頭と、流し網による海産

晴乳類や鳥類への混獲に対する批判の高まりを受けて、平成2年には公海における大規模流し網操業の

モラトリアムが国連で決議された。平成4年には公海でのさけ・ます漁業を禁止する「北太平洋におけ

る遡河性魚類の系群の保存に関する条約Jが発行し、公海での流し網漁業は終罵を迎えた。その後、さ
け・ます流し網漁業は日本水域とロシア水域において操業が継続されている。

ロシア水域の操業は、毎年の臼口さけ・ます漁業交渉によって、漁獲量、操業時期及び入漁料等が決

定され、ベニザケ、シロザケ、力ラフトマス、ギンザケ、マスノスケを対象として、 40隻前後の漁船

が操業を行ってきた。年々その条件が厳しくなり、経営状況ち苦しい状況ではあるが、さけ・ます流し

網漁業の存続、乗組員確保のために操業を行ってきたところ。平成27年5月から6月にかけて行われ

た日口漁業交渉では、操業隻数、操業時期、漁獲割当量が半分になり、中型漁船については出漁できな

くなるなど、小型漁船ち操業条件は一層厳しいものとなった。このような状況の中で、平成27年6月
29日にロシアにおいて、流し網漁を禁止する法律が成立したことにより、ロシア水域におけるさけ・

ます流し網漁業が実質操業できないこととなった。

平成4年の公海による流し網禁止の際にち、大規模な国際減船が行われたところであるが、今回のロ
シアによる流し網漁禁止の法律の成立により、 1隻残らず北洋さけ・ます流し網漁船が操業できなくな

ってしまったところである。

このような状況から政府は、さけ・ます業界の要望を踏まえ、平成27年 12月 15日に閣議の場にお

いて、農林水産大臣が国際漁業再編対策の適用を表明し、正式に北洋さけ・ます流し網漁業の国際減船

が実施されることとなった。

さけ・ます流し網漁業は、地域経済の中核を担う重要な漁業であり、さけ・ます流し網漁業を廃業す

ることにより、乗組員の雇用の継続が困難になるといった状況から、その経嘗体の存続が危iS＼まれるこ

とからち、代替漁業を実施して5月から7月の操業を確保することが求められている。

代替漁業としては、近年、道東沖合海域への資源の増大傾向が著しいさぱ及びいわしを兼業のさんま

棒受網漁法で利用することが最ち有力であり、国際再編対策によるスクラップ処理を行わず、さけ・ま

す流し網漁業の操業実績がある漁船を活用してさば・いわし棒受網漁業の確立に向けて実証事業を行っ

ていくちのである。

( 3）北海道内のさば・いわし棒受網の概要

平成 27年度より 10トン未満さんま棒受網漁業許可受有船による、沿海域におけるマイワシを対象

とした試験調査（北海道の特別採捕許可）を実施。

但し、サパ類を対象とした棒受網漁業における実績はない。
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3.計画内容

( 1）参加者名簿

①地域協議会

分野別 機 関 名 役 月哉 氏 名

日高振興局産業振興部 水産課長 森田茂紀

十勝総合振興局産業振興部 水産課長 芦野広幸

根室振興局産業振興部 水産課長 敦賀秀人

行 政 浦河町 水産課参事 小田 直司

広尾町 水産商工観光課長 雄谷 幸裕

大樹町 農林水産課長 瀬尾裕信

根室市水産経済部 水産振興課長 園田達弥

流通加工 北海道漁業協同組合連合会根室支店 支店長 大潟 :!;.. 4ミ

金融機関 北海道信用漁業協同組合連合会根室支店 支店長 板垣 猛人

年至 戸昌-'--'. 北海道漁業共済組合根室支所 支 所長 佐藤勇二

根室地区水産技術普及指導所 所 長 稲村 明宏
有識者

根室市水産研究所 水産指導主幹 工藤良二

根室漁業協同組合 専務理事 曳田理夫

歯舞漁業協同組合 専務理事 伊藤康彦

落石漁業協同組合 専務理事 浄土昭雄

漁業団体 根室湾中部漁業協同組合 専務理事 鷲藤史彦

大樹漁業協同組合 専務理事 伊藤浩二

広尾漁業協同組合 専務理事 角井雄二

日高中央漁業協同組合 専務理事 小松伸美

②落石地区部会

分野別 機 関 名 4宣 職 氏 名

根室振興局産業振興部 水産課長 敦賀秀人
1T 政

根室市水産経済部 水産振興課長 園田達弥

北海道漁業協同組合連合会根室支店 支店長 大潟 ＋ー〆4ミ
流通加工

横漬健太落石水産物地方卸売市場 市場部長

金融機関 北海道信用漁業協同組合連合会根室支店 支店長 4反±.§ j孟人

市歪
声邑品d、 北海道漁業共済組合根室支所 支所長 佐藤勇二

根室地区水産技術普及指導所 所 長 稲村明宏

有識者 根室市水産研究所 水産指導主幹 工藤良二

根室管内さけ・ます増殖事業協会 専 務 嶋崎 宏

造船関係 北海道＝チモウ株式会社根室宮業所 所 長 成田 啓明

漁業団体 落石さけ定置部会 副部会長 佐藤俊彦

漁業者 七つ岩定置漁業 代 表 菊地清秋
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③さけます対策部会

分野 別 機 関 名 4宣 職 氏 名

日高振興局産業振興部水産課 漁政係長 佐藤岳志

主任 御囲 昭

十勝総合振興局産業振興部水産課 ；魚政係長 筒井大輔

漁業管理係長 長内浩治

根室振興局産業振興部水産課 j魚政係長 酒井一紀

1T 政
主事 山口徹大

浦河町 水産商工観光課長 小田直司

広尾町 水産商工観光課長 雄谷幸裕

大樹町 農林水産課長 瀬尾裕信

根室市水産経済部 水産振興課長 園田達弥

北海道漁業協同組合連合会根室支店 支店長 大潟 ＋，長， 

落石水産物地方卸売市場 市場部長 横漬健太
流通加工

根室 ・花咲水産物地方卸売市場 市場部長 石垣弘樹

歯舞水産物地方卸売市場 市場部長 鈴木祥高

金融機関 北海道信用漁業協同組合連合会 根室支店 支店長 板垣猛人

経 声邑ム~ 北海道漁業共済組合根室支所 支所 長 佐藤勇二

根室地区水産技術普及指導所 所 長 稲村明宏
有識者

根室市水産研究所 水産指導主幹 工藤良二

有限会社飯作水産 イt 表 飯作鶴幸

根室j魚、協所属 イ党 表 吉野 昇

朔洋水産有限会社 代 表 福士正明

漁業者 根室湾中部漁協所属 イ吃 表 盛本和也

有限会社花川漁業部 イも 表 花川塵一

有限会社板垣漁業部 イ吃 表 板垣 龍男

有限会社イサリン高田漁業 イモ 表 高田 勲

落石漁業協同組合 参 事 堀井 敦

根室漁業協同組合 参 事 中家 日月

歯舞漁業協同組合 参 事 中村直樹

漁業団体 根室湾中部漁業協同組合 手世全 事 田口英二

大樹漁業協同組合 振興部長 中村秀明

広尾漁業協同組合 参 事 長岡郁夫

日高中央漁業協同組合 参 事 遠山 寛

5 



④事務局

機 関 名 f宣 1哉 氏 名

落石漁業協同組合 参事補 野村幸喜

落石漁業協同組合 信用部長代理 寺崎直人

根室漁業協同組合 参 事 中家 明

根室漁業協同組合 製氷部長 鳥井昭彦

歯舞漁業協同組合 参 事 平山 明

歯舞漁業協同組合 参 事 中村直樹

根室湾中部漁業協同組合 委手’主 事 田口英二

根室湾中部漁業協同組合 信用部長 福嶋 琢憲

大樹漁業協同組合 振興部長 中村秀明

大樹漁業協同組合 振興次長 川井広道

広尾漁業協同組合 表＂＇圭，， 事 長岡郁夫

広尾漁業協同組合 管理部次長 永坂哲也

日高中央漁業協同組合 共済指導部長 野宮督夫

日高中央漁業協同組合 共済指導課長 春日明文

日高中央漁業協同組合 総務課長 住吉英晴
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(2）改革のコンセプト
平成28年1月 1日より禁止されたロシア200海里水域におけるさけ・ます流し網漁業の代替漁業
として、収益性の確保等を目的として次に掲げる取り組みを行い、 5月から7月の3か月間、「さぱ・
いわし棒受網漁業」への転換の実現を目指す。
また、「さぱ・いわし棒受網漁業」への転換により、 8月から始まるさんま棒受網漁業と合わせて、
周年を通じた雇用が可能となり、乗組員の流出防止と安定的な雇用の確保が図るちのである。

〈代替漁業転換に関する事項〉
1.代替漁業転換に関する事項
さけ・ます流し網漁業を廃業する7漁協 16隻が、 5月から7月の3か月間、さぱ・いわし棒受網
漁業ヘ転換する。
7漁協 16隻合計で、サパ類5,376トン、マイワシ5,376トンを漁獲する。

〈生産に関する事項〉
1.操業の効率化
実証船 16隻による船団操業を確立させるととちに、僚船（厚岸の3隻）とリアルタイムに情報を
共有することで、刻々と変化する漁場形成に対応すベく情報交換を行い、漁場の共同探索を行うこ
とで探索時聞を削減し操業効率の向上を目指す。また、漁場形成が不透明である漁期当初には、代
表船による漁場探索を行う。
2.燃油量削減の取組み
漁場向けや、帰港の際の航行時、減速航行を行い使用燃油量の削減を行う。

3.資源管理への取組み
両魚種ともに TAC魚種であることから、北海道の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画に
基づき、漁獲報告を行うなど資源管理の取り組みを実施する。
4.混合餌料の活用
まき餌コストの削減のため、安価に入手可能な商品価値の低い魚や加工残さいを利用し、冷凍イワ
シの混合餌料による操業。
5.選別機搭載による作業効率の向上
選別機を搭載することで、漁獲したサパ類・マイワシの選別作業が短縮となることで、漁獲直後
のサパ類・マイワシを水氷した魚艦内に取込むことが出来、鮮度保持が保たれることに加え、乗組
員の作業負担の軽減が図られる。
6.ミンチ機の導入よる乗組員の軽労化
ミンチ機の導入・共同利用により、乗組員の負担の軽減に加え、軽労化を図ることで漁労作業の
安全性の向上に繋がる。
7.漁獲向上に関する取組
テトロン製サパ・マイワシ専用棒受網を導入し、漁獲向上を目指す。

〈流通・販売に関する事項〉
1.地域における原魚確保対策
実証船の主となる陸揚港を指定することで、経済的影響を受けた道東地域へのサケ・マスに代わ
る安定したサパ類・マイワシの供給をすることで、地域の活性化に寄与出来る。
2.漁獲物高鮮度保管
漁獲したサパ類・マイワシについては、選別機の利用により、高品質及び高鮮度の水揚げを行い、
生鮮向け出荷を実施し単価向上を図る。
3.サノ時期白上箱詰めの実施
サパ類については、商品価値の高い大型魚を漁獲直後に選別し、船上で箱詰めを行うことで、一
般生鮮向けとの差別化を図り単価向上を行う。

〈地域との連携に関する事項〉
1.地産地消の推進による地域振興
オール根室体制で取り組む根室市の「ねむろ水産物普及推進協議会」との連携により、同協議会
が札幌市の北海道庁赤レン刀庁舎前庭で行う根室産水産物のPRイベントに参加し、船上沖詰めサ
パ類や生鮮マイワシの対面販売等にて宣伝することで、認知度向上と流通促進を図る。
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( 3）改革の取組内容

大事項 中事項 現状と課題
取組

取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠
記号

代替漁業転 代替漁業転 0ロシア 200海里水域にお A さぱ・いわし棒受網漁業への転換 0代替漁業として、さぱ・いわし棒受網漁業を行う 資料編 P4
換に関する 換に関する けるさけ・ます流し網漁業 さけ・ます流し網漁業を廃業する 16 ごとで、乗組員の周年雇用が可能となり、人材流

事項 事項 禁止法案成立に伴う、さ 隻が5月から 7月の3か月間、さ 出防止となる。

け・ます流し網漁業の廃 ぱ・いわし棒受網漁業へ転換する。 0サパ類・マイワシの漁獲により、 10,752トン
業。乗組員の流出により雇 16隻合計で、サパ類5,376トン、マ 1,032,976千円の水揚げが確保され、漁業経営の

用の確保が難しくなり漁 イワシ5,376トンを漁獲する。 安定並びに地域経済の活性化が図られる。

業経営が逼迫するほか、地

域経済の疲弊に繋がる。 ［検証方法］

乗組員の雇用状況を把握し、改革計画と比較 ・検

E正

生産に関す 操業休制の 0新たな魚種への転換であ B 1 漁場探索の共同化 0船団操業により漁場探索等、操業効率化が図られ 資料編 PS～6
る事項 合理化に関 り、北海道内で棒受網漁法 北海道の試験調査船「北辰丸Jサパ る。

する事項 での操業実績が無いこと 類・イワシ類の漁期前調査結果を基

から、操業開始時の漁場探 に、実証船 16隻による船団操

索に不安がある 業を確立させるととちに、僚船

（厚岸の3隻）とリアルタイム 【検証方法］
0北海道の小型さんま漁船 に情報を共有することで、刻々 船長及び乗組員の意見及び、操業日誌での検証

によるイワシ試験事業で と変化する漁場形成に対応す

は単船での漁場探索であ ベく情報交換を行い、漁場の共

り、燃油費等のコストが掛 同探索を行うことで探索時間

かっている を削減し操業効率の向上を目

指す。

また、漁場形成が不透明である

漁期当初には、代表船を選定し漁

場の共同探索を行う。
” Fー『 Fーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー．ー・・ー・．．．．．”’・”・ーー『，ーーー司『『骨骨骨『ーーーー・ーーー・．．，．．．””’F『『ー『Fーーーー『 ー，『ー－－－’・－－ F・ーー，，『ー
82 減速航行の取組み 0主機関の回転数を抑えることで、省工ネ効果が見 資料編P7

出港及び帰港の際に減速航行を行 込まれる。

うことで、使用燃油量の削減を行 減速航行時燃油使用量 3,848,328 Q 

つ。 従来航行時燃油使用量 4,162,296Q 

燃油使用量削減効果 313,968 Q 

［検証方法］

回転数・プロッター速度表示を操業日誌に記録。
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大事項 中事項 現状と課題
耳~＊ti

取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠
記号

生産に関す 資源管理へ OTA C制度に基づく資源 c 資源管理への取組み 0サパ類、マイワシ資源の持続可能な利用。 資料編PS
る事項 の取組み であり、資源管理が必要。 両魚種ともl」TA C魚種である事

から、北海道の海洋生物資源の保存

及び管理に関する計画に基づき、漁 【検証方法］

獲数量の報告を行うなど資源菅理 北海道に対する漁獲数量報告より、資源動向を把

の取組みを実施する。 握。

混合餌料の 0餌料用の冷凍イワシは当 D 混合餌料の活用 0まき餌コスト削減 資料編 pg

活用による 該地域での活用がなく、現 まき餌コストの削減のため、冷凍イ －初年度まき餌コスト （ム17,920千円）

まき餌コス 状では他地区より仕入れ ワシだけでなく、安価で入手可能な （冷凍イワシ） 71,680干円
卜の削減 が必要であることから、輸 商品価値の低い雑魚や加工残さい （混合餌料）混合比率1: 1 53,760千円

送コストち含まれ高価で を混合してコストの削減を図る。 ・2年目以降まき餌コスト （ム24,320千円）
ある。 （冷凍イワシ） 71,680千円

（混合餌料）混合比率2: 1 47,360千円
※餌料の混合比率は、餌使用量 56トシのうち初年度

1/2、Z年目以降は 2/3を目安とする。また、冷

凍イワシは＠80円／旬、代替餌料は＠40円／kgと
設定。

【検証方法】

乗組員から意見を聞き、混合間料の集魚効果を検

証。また、年間の混合餌料量を把握し、改革計画

との比較・検証

省力化に聞 0漁獲するサパ類・マイワシ El 船上選別機の搭載 0選別機の使用により、漁獲したサパ類・マイワシ 資料編Pl0 
する事項 について、魚種・規格別に 選別機を使用することで、選別作業 の選別作業時聞が短縮されるとともに、漁獲直後

手選別作業を行うと操業 が簡略化され、操業時間の短縮や、 のサパ類・マイワシを水氷した魚艦内に取込むこ

時間の増大につながり、乗 乗組員の労働負荷を軽減する。 とができ、鮮度維持が可能になり、かつ、乗組員

組員の労働負担増に繋が の労働負荷の軽減が図られる。

る。

［検証方法］

乗組員から意見を聞き、効果を検証
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大事項 中事項 現状と課題
取組

取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠
記号

生産に関す 省力化に関 0まき簡及びまき餌の製造 E2 ミシチ機の導入 0まさ餌製造（ミンチ）を自動化することで、乗組 資料編 p1 1 
る事項 する事項 （ミンチ）を手作業で行う まき餌製造機（ミンチ）を導入・共 員の負担の軽減に加え、軽労化を図ることで漁労

ことで漁労作業の重複に 同利用することにより、乗組員の労 作業の安全性の向上にち繋がる。

より作業効率の低下や乗 働負担を軽減し、操業効率の向上を また、まき餌製造（ミンチ）については共同利用

組員の安全性の低下に繋 図る。 が可能なことから、船団でサパ類の漁獲情報を共

がる 有しまき餌の必要性及び使用数量を判断すること

で、操業効率の向上にち繋がる。

【検証方法］

乗組員から意見を聞き、効果を検証

0サンマ棒受網を代用しサ E3 漁獲向上に関する取組 0サパ・イワシ専用の棒受網の導入や既存漁具の改 資料編 p1 2 
パ－イワシ棒受網漁業を行 サパ・イワシ専用の棒受網の導入や 善により操業効率の向上が図られる。

った。 既存漁具の改善を行う。

流通販売に 流通販売の 0さけ・ます流し網漁業禁止 F 地域における原魚確保対策 0花咲港陸揚げによる安定した原魚の確保 資料編 p1 3 

関する事項 高度化への により、道東地区の流通加 実証船の陸揚港を指定し、経済的影 供給数量

対応に関す 工業の原魚確保が困難な 響を受けた道東地域へのサケ・マス サパ類 5,376 トシ

る事項 状況にある。 に代わる安定したサパ類・マイワシ マイワシ 5,376トシ

の供給を行うことで、地域の活性化

に取組む。 【検証方法】

操業結果を基に、改革計画と比較・検証
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大事項 中事項 現状と課題
取組

取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠記号

付加価値向 0サパ類・マイワシについて Gl 漁獲物高鮮度保管 0高品質及び高鮮度保管の実施により生鮮向け流通 資料編Pl4 
上に関する は、ミール加工向け出荷 漁獲したサパ類・マイワシについ が図られる。

事項 （タンク販売）が主流であ て、予め魚胎内に水氷を施し、選別 －生鮮向けサパ類 632,858千円

り、安値傾向である。 機にて選別された直後に魚膳内に (@118円／kgx335.2 トン×16隻）

取組むことで、高品質及び高鮮度保 －生鮮向けマイワシ 392,448千円

管の実施。 (@73円／kg×336トシ×16隻）

※ミール単価での漁獲想定

(H27釧路のミール価格の平均単価）

－ミール流通サパ類 167,868千円

(@31.3円／kg×335.2トン×16隻）

・ミール流通マイワシ 205,363千円

(@38.2円／kg×336トン×16隻）

【検証方法】

鮮魚、ミール取扱数量・金額を把握し、改革計画

と比較・検証

流通販売に 付加価値向 G2 サパ類の船上箱詰めの実施 0船上箱詰めによる差別化をすることで更なる魚価 資料編Pl5 
関する事項 上に関する 商品価値の高い大型のサパ類につ の向上が図られる。

事項 いては、漁獲後すぐに選別し、船上 －船上箱詰サパ類 7,680千円

で箱詰めを行うことで一般生鮮向 (@600円／kgx0.8 トシ×16隻）

けとの差別化を図る。 ※生鮮向けでの漁獲想定

生鮮販売サパ類 1,510千円

(118円／kg×0.8トン×16隻）

※花咲・劃II路市場での発泡箱流通平均単価より算出

【検証方法］

船上箱詰めの生産量・出荷金額・平均単価を把握

し、改革計画と比較・検証
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大事項 中事項 現状と課題
取組

取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠
記号

地域との連 地産地消の 0当計画対象地区（日高・十 H 地域との連携強化 0ねむろ水産物普及推進協議会が行う札幌市の北海 資料編Pl6 

携に関する 推進による 勝・根室）ではサパ類・マ オ－）レ根室体制で取組む根室市の 道庁赤レン刀庁舎前で根室産水産物PRイベント

事項 地域振興 イワシの取扱いが少なく 「4艮室市水産物昔及推進協議会」との に参加し、道内外より多くの来場者に高品質なサ

流通・消費者への認知度が 連携により、根室市水産物のイベント パ類・マイワシのPR活動を行うことで認知度の

イ底い。 を活用したPR活動の実施 向上並びに消費拡大に繋がる。

【検証方法】

来場者数や販売数量等を把握し、；欠年度以降の販

売との比較・検証
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(4）改革の取組内容と支援措置の活用との関係
①漁業構造改革総合対策事業の活用
取組記号 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度

さけ・ます流し網漁業から 根室漁業協同組合
さぱ・いわし棒受網漁業へ 歯舞漁業協同組合

ちうかる漁業創設支援
の転換 落石漁業協同組合

平 28～
A～H 事業 根室湾中部漁業協同組合

32年度
－船名：未定丸（16隻） 大樹漁業協同組合
－総トン数： 19トン・29トシ 広尾漁業協同組合

39 ト〉・41トシ 日高中央漁業協同組合

②その他関連する支援措置
取組記号 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度

漁業近代化資金
必要漁具・機器及び

未 F正d己『 平 28～
省力化機器の導入資金 32年度

ーーーーーーーーーーーー－-Fーーー』量ーー・ーーーー
必要漁具・機器及び ーーーーーーーーーーーーーーーーー－－ーー

』』ーーーーーーーーーーーーー
E 
漁業近代化資金 平 28～
利子補給〈道・町〉

省力化機器の導入資金 未 定
32年度

利息軽減

( 5）取組みのスケラユール
① 工程表

取組記号 H28 H29 H30 H31 H32 

A 代替漁業への転換

Bl 操業の効率化

B2 燃油量削減の取組み

c 資源管理への取組み

D 混合餌料の活用

El 選別機搭載による作業効率の向上

E2 ミンチ機の導入 ・・・圃圃
E3 漁獲向上に関する事項

F 地域における原魚確保対策

Gl 漁獲物高鮮度保管

G2 サパ類の船上箱詰めの実施

H 地域との連携強化

／ 年次ごとの効果確認
② 改革の取組による波及効果
－試験操業から本操業に向けたモデルを確立することが出来る。
－取扱いの少ないサパ類・マイワシの認知度が高められ、消費拡大による水産加工
業の経営の安定が図られる。
－サパ類・マイワシを中心とした道東地域における漁業・流通・加工業が安定的か
っ持続的に経営される。
・さけ・ます流し網漁業禁止によ刀懸念される乗組員の流出を食い止め、さんま棒
受網漁業までの乗組員の雇用を確保できる。
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4 漁業経営の展望

本改革計画を実施することにより、さけ・ます流し網漁業禁止によって漁業経嘗の継続

が困難となっていた根室地域、十勝地域、日高地域において現有船（19トン型船 5隻、 29トン

型船 9隻、 39トン型船 1隻、 41トン型船 1隻の計 16隻）に、 5月から7月の3か月間、新

たな魚種（サパ類・マイワシ）を対象とする操業体制へと転換させる。これにより 8月か

らの「さんま棒受網漁、業Jと合わせて、周年を通じた安定的な雇用の確保が図られるとと

ちに、サケ・マスに代わるサパ類・マイワシを原魚として確保できることで、地域の活性

化にちつながり、水産加工業の維持に寄与できる。

さらに、当地域において認知度の低かった高鮮度・高品質なサパ類・マイワシを新たな

特産品として流通を拡大させることにより地域全体の発展に貢献する。

なお、試験操業であるさぱ・いわし棒受網漁業を次年度以降継続していくために必要な

設備投資についてち鋭意検討していくちのとする。

( 1 ）収益性改善の目標
（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 10,752 10,752 10,752 10,752 10,752 
水揚高（A) 1,032,976 1,032,976 1,032,976 1,032,976 1,032,976 

引当金戻入

収入計 1,032,976 1,032,976 1,032,976 1,032,976 1,032,976 
経費

人件費 151,200 349,440 349,440 349,440 349,440 349,440 
燃油費 239,175 242,505 242,951 242,951 242,951 
修繕費 67,369 67,369 67,369 67,369 67,369 67,369 
漁具費 36,228 36,228 36,228 36,228 36,228 

~＆料代 53,760 47,360 47,360 47,360 47,360 
氷代 54,528 54,528 54,528 54,528 54,528 
魚箱代 960 960 960 960 960 
保険料 10,706 10,706 12,689 12,951 12,951 12,951 

公租公課 19,989 19,889 20,992 20,748 20,748 20,748 
販売経費 91,598 91,598 91,598 91,598 91,598 
一般管理費 42,951 41,884 41,884 41,884 41,884 41,884 
減価償却費 98,387 98,387 148,522 161,465 158,978 150,714 

退職給付引当金繰入

特別修繕引当金繰入

その他引当金繰入
”一 －ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー，．．．．． ． ・・・・・・・・ ．．．．．．． ． ．．．．．．． ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーー・・ー・ーーー・ーー・ー・ーーーーーーーーーーーーーー・ーー・・ －－－－－－ ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．． ．．，，・ー・・ーーーー・ーーーーー，..

（経費小計） 390,602 1,063,924 1,114,075 1,127,482 1,124,995 1,116,731 

利益 企390,602 企30,948 企81,099 企94,506 ! 92,019 企83,755

償却前利益 企292,215 67,439 67,423 66,959 66,959 66,959 

※実証船16隻合計

※所属漁協別については、P19の（参考2）を参照

14 



【改革計画算定根拠］
現状については、さけます流網漁業廃業に伴い、同期間にさぱ・いわし棒受網漁業の操
業を行わなかった場合における固定経費を計上した。
※固定経費～人件費（さんま就業規則における最低保証額にて算出）・修繕費・保険料（漁
船保険）・公租公課・一般管理費については年間実績に操業期間3/1 2で按分し算出。

1.収入
①航海数 40回／隻 （参考D)
釧路水産試験房Iてよるサ八・イワシ採集状況（2011.6～2015. 6）の結果により、
特にサパ類・マイワシの採集が多い 4箇所（調査点1～調査点4）を漁場と設定し
た。漁場として設定した4箇所での操業行程を推定した結果、各漁場での操業が10
航海となり、全航海数は40固と計画した。
②船上加工業（船上箱詰作業） 1 0回／隻
全航海数は40航海としている万て萌主での加工作業については、近年の漁場形成よ
り日帰り操業が可能となる、沿岸よりの1箇所（調査点1）となり、船上加工作業
が可能である航海数は10回と計画した。
③水揚数量サパ類・マイワシ 1 6隻合計10,752トシ

く水揚数量積算＞

サパ類魚臓保管33 5. 2卜〉／隻、船上箱詰0. 8ト〉／隻
水揚げ数量については、同海域による棒受網漁法の実績がないことから、過去5
ヶ年のうち1航海あたりのサンマ漁獲量が最も低いH27の数値をもって算出
し、更に新たな漁業のため安全性を考慮し、 70%とし1隻あたりのサパ類漁獲
量を33 6トシとした。
また、船上箱詰については、市場での聞き取りにより高鮮度（日帰り操業）であ
り目つ特に商品価値の高い500g以上に限定し、 1箱8k g (16尾入）とした0
・H27 1隻あたりのサンマ漁獲実績24 t×20航海× 70%=336凡
・サパ類における漁獲航海数は、全航海数のうち20航海とした。

マイワシ魚膳保管33 6 1-：－／隻
水揚げ数量については、昨年の道東小型さんま棒受網漁船（10ト〉未満船）によ
るいわし棒受網漁業の試験操業状況（1,715～41隻）からも、棒受網漁法によ
るマイワシの漁獲はサンマ漁獲時と比べても遜色ないものと判断される。しかし
ながら、今回操業予定である 50トシ未満船型による棒受網漁法によるマイワシの
漁獲実績がない事を考慮し、過去5ヶ年のうち1航海あたりのサンマ漁獲量が最
も低いH27の数値をちって算出し、更に新たな漁業のため安全性を考慮し、 7
0%とし1隻あたりのマイワシ漁獲量を336トシとした。
・H27 1隻あたりのサンマ漁獲実績24トン×20航海×70%=336ト〉
・マイワシにおける漁獲航海数は、全航海数のうち20航海とした。

内訳サパ類 ・魚鵡保管 20航海× 24トン×安全率70%=336. 0トシ
3 3 6トシのうち、船上箱詰10航海×8kg=O. 8ト〉
①魚槍保管 3 3 5. 2ト〉
②船上箱詰 0. 8九 合計33 6. 0トシ

マイワシ ・魚槍保管 20航海×24トン×安全率70%=336. 0トシ

④水揚げ金額サパ類・マイワシ 1 6隻合計1, 032,976千円

内訳平均単価 サパ類①船上箱詰 600円／kg
②魚槍保管（タンク販売） 1 1 8円／kg

マイワシ ①魚槍保管（タンク販売） 7 3円／kg
※価格は、花咲・割｜｜路市場の平均単価により設定

水揚高 サパ類①船上箱詰 480千円 0. 8トン
②魚店倉保管 39, 553千円 3 3 5. 2トン

マイワシ ①魚槍保管 24, 528千円 3 3 6. 0トシ
台首T b4, 561十円 む／乙. u～ 
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2.支出
①人件費（8名） 1 6隻合計349,440干円

同形態で操業しているさんま棒受網漁業については、概ね8名体制で操業しており、さ
ぱ・いわし棒受網漁業についてち8名体制で算出する。また、さぱ・いわし棒受網漁業
における就業規則に基づき水揚げ計画から算出。

（単位金額：円）

職種 配分率 基本給 手当 （乗 精勤手当 奨励金 合計

船・航海）

船長兼漁労長 1. 6 369,600 195,720 192,000 2,294,156 3,051,476 

機関長 1. 3 300,300 165,660 156,000 1,864,002 2,485,962 

甲板長 1 . 1 254,100 145,920 132,000 1,577,232 2,109,252 

甲板員 1. 0 231,000 124,800 120,000 1,433,848 1,909,648 

※最低保証額 1. 0人350, 000円
※9 0日、水揚げ金額64, 561干円で計算。
漁労長兼船長 1名 × 3,051,476円 3, 051, 476円
機関長 1名 × 2, 485, 962円
甲板長 1名 × 2, 109, 252円
甲板員 5名 × 1, 909, 648円
合計

法定福利費（船員保険・労働保険・厚生年金）

上記の給与、手当、奨励金を基にして算出した額とする

福利厚生費（食料費 ・乗組員厚生共済）

就業規則に基づき算出

※水揚げ計画及び就業規則により算出。

②燃油費 1 6隻合計 239,750千円

2, 485, 962円
2, 109, 252円

9, 548, 240円

17, 194, 930円

漁業実績が無いことから、水産試験場の調査船による漁期前調査実績に基づき、道東海

域の4漁場を選定し、主機関ごとに燃油費を算出。各漁場の航海数については、均等割
りとした。

A型主機関消費量 206,544Q×1隻＝ 206,544 Q 
B型主機関消費量 252,840Q×4隻＝1,011,360 Q (1隻減）

C型主機関消費量 264,280Q×1隻＝ 264,280 Q 
D型主機関消費量 242,456Q×8隻＝1,939,648 Q (2隻増）

E型主機関消費量 224,920Q×1隻＝ 224,920 Q (1隻減）
F型主機関消費量 201,576Q×1隻＝ 201,576Q 

合 計消費量 3,848,328Q×単価62.3円／Q=239,750千円

※各船別の試算については、資料編P25の参考E④参照
※2隻の変更に伴う使用主機関の変更により試算を変更。

補助油 2 0 0千円／隻

※全船花咲港力、らの入出港と仮定。

※燃油価格は直近のA重油単価56.6円（H28.3.l現在）に燃油価格動向を勘案し＋10%
の 62.3円で算出。

※補助油については、さんま棒受網漁業の実績に基づき算出。
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③修繕責

年間実績に操業期間3/1 2で按分し算出。

④漁具費

年間実績に操業期間3/1 2で按分し算出。

⑤餌料代

餌使用料 56トン 1年目 3,360干円 2年目 2,960千円（1隻あたり）

先例である小J11地域プロジェクトさぱ棒受網漁船（67九型船、 18人乗船）の操業試験結

果を基に算出。

0小川地区H23～25平均簡使用量 560トシ航海数 105回

サパ漁獲量 3,380トシ 本計画によるサパ類漁獲予定数量 336九

小川地区との漁獲割当 336九 ÷ 3,380卜〉 = 9.94% 
漁獲割合から算出される餌使用量

560 卜〉 × 9.94% = 55.7 卜〉 今 56 トン

【代替餌料によるコスト削減計画 ※1年目 1/2 ｝＼一三；；ョン】

(1隻あたり）

冷凍イワシ 28トン × 80円／kg 一 2,240千円

代替餌料 28 トン × 40円／kg 一 1,120千円

言十 56ト〉 3,360千円

(16隻あたり）

冷凍イワシ 448 トン × 80円／kg 35,840千円

代替餌料 448 トン × 40円／kg 一 17,920干円

計 896卜〉 53,760千円

【代替餌料によるコスト削減計画 ※2年目以降 1/3 ｝＼ージョン】

(1隻あたり）

冷凍イワシ 18 トン × 80円／kg 1,440干円

代替餌料 38 トン × 40円／kg 1,520干円

計 56 トン 2,960千円

(16隻あたり）

冷凍イワシ 288ト〉 × 80円／kg 23,040千円

代替餌料 608卜〉 × 40円／kg 24,320干円

計 896 トン 47,360干円
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⑥氷代

さんま棒受網漁業の実績に基づき、 1航海あたり 16. 8トンの漁獲から算出し、 1航海

6トンの氷を使用する。

6トン× 14, 200円 （氷12, 000円＋運賃2f 2 0 0円）／トン×40航海＝

⑦魚箱代

魚箱代船上箱詰の計画に基づき算出。

1 0航海× 20箱× 30 0円＝ 60干円（1隻あたり）

60干円 × 1 6隻 = 960千円（16隻合計）

※8 k g発泡身・フタ・アルミシートセット価格

⑧保険料

漁船保険算出に基づく。

⑨公租公課

年間実績に操業期間3/1 2で按分し算出。

⑮販売経費

3 f 4 0 8干円

タンク使用料 タンク販売数量 6 7 1. 2トン× 3円＝ 2,013千円

市場手数料 64, 561千円× 5%=3,228千円（落石・歯舞）

×6%=3,873干円（根室・広尾 ・大樹・ 日高中央）

×8%=5,164干円（根室湾中部）

（単位金額：千円）

所属漁協 隻数 タンク利用料 市場手数料 合計

落石（5 %) 4隻 8,052 12,912 20,964 

歯舞（5 %) 4隻 8,052 12,912 20,964 

根室（6%) 2隻 4,026 7,746 11,772 

広尾（6%) 1隻 2,013 3,873 5,886 

大樹（6 %) 1隻 2,013 3,873 5,886 

日高中央（6%) 2隻 4,026 7,746 11,772 

根室湾中部（8 %) 2隻 4,026 10,328 14,354 

合計 1 6隻 32,208 59,390 91,598 

⑪一般管理費

年間実績に操業期間3/1 2で按分し算出。

※役員報酬・水道光熱費・旅費交通費・通信費・車両費・接待交際費・雑費等

⑫減価償却費

年間実績に操業期間3/1 2で按分し算出。

2隻の使用船の変更により、償却費の変更を行う。
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( 2）収詮性回復の評価

さぱ・いわし棒受網漁業ヘ転換するに当たり、本改革の取り組みを行う事で、改

革後の償却前利益は 67,147干円 （改革 5ヶ年平均） と、改革前（転換漁業として出

漁しな力1った場合）と比べ、 359,362千円上回ることが出来る見込みである。

また、この償却前利益67,147千円が確保できることにより、新魚種転換にかかる設

備投資総額 144.0百万円については、約3年間で回収することが可能な計画となって

いる。

さらに、さんま棒受網漁業と合わせ、周年を通じた乗組員の安定的な雇用が確保さ

れることとなり、漁業者の経富安定にち大きく寄与する計画であると評価できる。

（参考 1)改革計画作成に係る根室地域プロジェクト活動状況

開イ佳日時 協議会・部会 活動内容

平成28年 第 1回 ①地域プロジェク卜設置要綱について

2月25日 根室地域プロジェクト協議会 ②会長及び会長代理の選任について

③ちうかる漁業操業創設支援事業につ

いて

④地域プロジェクト運営事業実施計画

について

平成28年 第1回 ①改革計画の検討について

3月7日 根室地域プロジェク卜協議会

事務局会議

平成28年 第2回 ①改革計画の検討について

3月28日 根室地域プロジェクト協議会 ②改革計画の決定について

第 1回 ③事業実施者の選定について

さけます対策部会合同会議

平成29年 第 1回 ①平成29年度事業報告について

9月20日 根室地域プロラェクト協議会 ②その他

平成30年 第 1回 ①改革計画の検討について

1月 18日 根室地域プロジェクト協議会

事務局会議
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（参考2）漁協別収支1

根室漁業協同組合 2隻合計

( 1)収益性改善の目標

（単位：水揚量はしその他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 1,344 1,344 1,344 1,344 1,344 
水揚高（A) 。129,122 129,122 129,122 129,122 129,122 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計 。129,122 129,122 129,122 129,122 129,122 
経費

人件費 18,900 43,680 43,680 43,680 43,680 43,680 

燃泊費 。32,617 32,617 32,617 32,617 32,617 
修繕費 8,613 8,613 8,613 8,613 8,613 8,613 

漁具費 。 6,672 6,672 6,672 6,672 6,672 
魚箱代 。 6,720 5,920 5,920 5,920 5,920 
氷代 。 6,816 6,816 6,816 6,816 6,816 
魚箱代 。 120 120 120 120 120 

保険料 959 959 959 959 959 959 

公租公課 214 70 70 70 70 70 

販売経費 。11,772 11,772 11,772 11,772 11,772 
一般管理費 1,525 1,525 1,525 1,525 1,525 1,525 

減価償却費 。 。4,932 4,932 4,932 3,600 
退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
（経費小計） 30,211 119,564 123,696 123,696 123,696 122,364 

利益 企 30,211 9,558 5,426 5,426 5,426 6,758 

償却前利益 企 30,211 9,558 10,358 10,358 10,358 10,358 
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（参考2）漁協別収支2

歯舞漁業協同組合 4隻合計

( 1)収益性改善の目標

（単位 ：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 2,688 2,688 2,688 2,688 2,688 
水揚高（A) 。258,244 258,244 258,244 258,244 258,244 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計 。258,244 258,244 258,244 258,244 258,244 
経費

人件費 37,800 87,360 87,360 87,360 87,360 87,360 

燃油費 。57,444 60,774 61,220 61,220 61,220 
修繕費 22,324 22,324 22,324 22,324 22,324 22,324 

j魚、具費 。11,095 11,095 11,095 11,095 11,095 
魚箱代 。13,440 11,840 11,840 11,840 11,840 
氷代 。13,632 13,632 13,632 13,632 13,632 
魚箱代 。 240 240 240 240 240 

保険料 2,403 2,403 4,386 4,648 4,648 4,648 

公租公課 4,714 4,714 5,817 5,573 5,573 5,573 

販売経費 。20,964 20,964 20,964 20,964 20,964 
一般管理費 10,079 10,079 10,079 10,079 10,079 10,079 

減価償却費 32,087 32,087 52,630 65,573 63,086 62,814 

退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
（経費小計） 109,407 275,782 301,141 314,548 312,061 311,789 

利益 企 109,407 .... 17,538 .... 42,897 企 56,304 .... 53,817 企 53,545

償却前利益 企 77,320 14,549 9,733 9,269 9,269 9,269 
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（参考2）漁協別収支3

落石漁業協同組合 4隻合計

( 1）収益性改善の目標

（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 2,688 2,688 2,688 2,688 2,688 
水揚高（A) 。258,244 258,244 258,244 258,244 258,244 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計 。258,244 258,244 258,244 258,244 258,244 
経費

人件費 37,800 87,360 87,360 87,360 87,360 87,360 

燃油費 。57,580 57,580 57,580 57,580 57,580 
修繕費 17,300 17,300 17,300 17,300 17,300 17,300 

漁具費 。 7,226 7,226 7,226 7,226 7,226 
魚箱代 。13,440 11,840 11,840 11,840 11,840 
氷代 。13,632 13,632 13,632 13,632 13,632 
魚箱代 。 240 240 240 240 240 

保険料 2,894 2,894 2,894 2,894 2,894 2,894 

公租公課 8,088 8,088 8,088 8,088 8,088 8,088 

販売経費 。20,964 20,964 20,964 20,964 20,964 
一般管理費 11,430 11,430 11,430 11,430 11,430 11,430 

減価償却費 40,117 40,117 49,981 49,981 49,981 47,317 

退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
（経費小計） 117,629 280,271 288,535 288,535 288,535 285,871 

利益 .. 117,629 .. 22,027 .. 30,291 企 30,291 企 30,291 • 27,627 

償却前利益 企 77,512 18,090 19,690 19,690 19,690 19,690 
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（参考2）漁協別収支4

根室湾中部漁業協同組合 2隻合計

( 1)収益性改善の目標

（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革l年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 1,344 1,344 1,344 1,344 1,344 
水揚高（A) 。129,122 129,122 129,122 129,122 129,122 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計 。129,122 129,122 129,122 129,122 129,122 
経費

人件費 18,900 43,680 43,680 43,680 43,680 43,680 

燃油責 。31,904 31,904 31,904 31,904 31,904 
修繕費 7,528 7,528 7,528 7,528 7,528 7,528 

漁具責 。 5,202 5,202 5,202 5,202 5,202 
魚箱代 。 6,720 5,920 5,920 5,920 5,920 
氷代 。 6,816 6,816 6,816 6,816 6,816 
魚箱代 。 120 120 120 120 120 

保険料 1,159 1,159 1,159 1,159 1,159 1,159 

公租公課 2,364 2,364 2,364 2,364 2,364 2,364 

販売経費 。14,354 14,354 14,354 14,354 14,354 
一般管理費 2,884 2,884 2,884 2,884 2,884 2,884 

減価償却費 。 。4,932 4,932 4,932 3,600 
退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
（経費小計） 32,835 122,731 126,863 126,863 126,863 125,531 

利益 企 32,835 6,391 2,259 2,259 2,259 3,591 

償却前利益 企 32,835 6,391 7,191 7,191 7,191 7,191 

23 



（参考2）漁協別収支5

大樹漁業協同組合 1隻

( 1）収益性改善の目標

（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 672 672 672 672 672 

水揚高（A) 。64,561 64,561 64,561 64,561 64,561 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計

... 』， 国v

,. 64,561 ,. 64,561 
』F。64,561 64,561 64,561 

経費

人件費 9,450 21,840 21,840 21,840 21,840 21,840 

燃油費 。15,305 15,305 15,305 15,305 15,305 
修繕費 1,745 1,745 1,745 1,745 1,745 1,745 

漁具費 。 799 799 799 799 799 

魚箱代 。 3,360 2,960 2,960 2,960 2,960 
氷代 。 3,408 3,408 3,408 3,408 3,408 
魚箱代 。 60 60 60 60 60 

保険料 630 630 630 630 630 630 

公租公課 71 71 71 71 71 71 

販売経費 。 5,886 5,886 5,886 5,886 5,886 
一般管理費 3,490 3,490 3,490 3,490 3,490 3,490 

減価償却費 7,841 7,841 10,307 10,307 10,307 9,641 

退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
一 ”眉，－・・・・・・・・・・a・－－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－－－－－－ー－・・・．．．．．．

－－・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.. ＿＿＿＿＿・e・－－ 一 一
（経費小計） 23,227 64,435 66,501 66,501 66,501 65,835 

利益 企 23,227 126 企 1,940 企 1,940 企 1,940 企 1,274

償却前利益 企 15,386 7,967 8,367 8,367 8,367 8,367 
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（参考2）漁協別収支6

広尾漁業協同組合 1隻

( 1）収益性改善の目標

（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 672 672 672 672 672 

水揚高（A) 。64,561 64,561 64,561 64,561 64,561 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計

... or ... 』， ... 』

64,561 64,561 64,561 64,561 64,561 

経費

人件費 9,450 21,840 21,840 21,840 21,840 21,840 

燃油貫 。13,068 13,068 13,068 13,068 13,068 
修繕費 2,886 2,886 2,886 2,886 2,886 2,886 

漁具責 。 480 480 480 480 480 

魚箱代 。 3,360 2,960 2,960 2,960 2,960 
氷代 。 3,408 3,408 3,408 3,408 3,408 
魚箱代 。 60 60 60 60 60 

保険料 656 656 656 656 656 656 

公租公課 206 206 206 206 206 206 

販売経費 。 5,886 5,886 5,886 5,886 5,886 
一般管理費 6,558 6,558 6,558 6,558 6,558 6,558 

減価償却費 6,848 6,848 9,314 9,314 9,314 8,648 

退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
（経費小計） 26,604 65,256 67,322 67,322 67,322 66,656 

利益 企 26,604 企 695 ~ 2,761 A 2,761 .. 2,761 企 2,095

償却前利益 企 19,756 6,153 6,553 6,553 6,553 6,553 
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（参考2）漁協別収支7

日高中央漁業協同組合 2隻合計

(1）収益性改喜の目標

（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水揚量 。 1,344 1,344 1,344 1,344 1,344 
水揚高（A) 。129,122 129,122 129,122 129,122 129,122 
引当金戻入 。 。 。 。 。 。
収入計 。129,122 129,122 129,122 129,122 129,122 
経費

人件費 18,900 43,680 43,680 43,680 43,680 43,680 

燃油費 。31,257 31,257 31,257 31,257 31,257 
修繕費 6,973 6,973 6,973 6,973 6,973 6,973 

漁具費 。 4,754 4,754 4,754 4,754 4,754 
魚箱代 。 6,720 5,920 5,920 5,920 5,920 
氷代 。 6,816 6,816 6,816 6,816 6,816 
魚箱代 。 120 120 120 120 120 

保険料 2,005 2,005 2,005 2,005 2,005 2,005 

公租公課 4,332 4,376 4,376 4,376 4,376 4,376 

販売経費 。11,772 11,772 11,772 11,772 11,772 
一般管理費 6,985 5,918 5,918 5,918 5,918 5,918 

減価償却費 11,494 11,494 16,426 16,426 16,426 15,094 

退職給付引当金繰入 。 。 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。 。 。
............，，，，ーーーーーーーー－－－－－－－－－－－・・・・・・・－－圃圃圃ー ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーー．．． －－－－－－－－－ーーー－－－－－－－－－－－・E・・ ”’－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（経費小計） 50,689 135,885 140,017 140,017 140,017 138,685 

利益 ... 50,689 企 6,763企 10,895企 10,895企 10,895 企 9,563

償却前利益 ... 39,195 4,731 5,531 5,531 5,531 5,531 
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（参考3）セーフティーネットが発動された場合の経富安定効果の試算
（単位： 水揚量はしその他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目

収入

水揚量 。10,752 10,752 10,752 
水揚高（A) 0 1,032,976 1,032,976 1,032,976 

引当金戻入 。 。 。 。
収入計 0 1,032,976 1,032,976 1,032,976 

経費

人件費 151,200 349,440 349,440 349,440 

燃油費（※1) 。197,510 197,510 197,510 
修繕費 67,369 67,369 67,369 67,369 

漁具費 。36,228 36,228 36,228 
餌料代 。53,760 47,360 47,360 
氷代 。54,528 54,528 54,528 
魚箱代 。 960 960 960 

保険料 10,706 10,706 12,689 12,951 

魚箱代 19,989 19,889 20,992 20,748 

販売経費 。91,598 91,598 91,598 
一般管理費 42,951 41,884 41,884 41,884 

減価償却費 98,387 98,387 148,522 161,465 

退職給付引当金繰入 。 。 。 。
特別修繕引当金繰入 。 。 。 。
その他引当金繰入 。 。 。 。
その他（※2) 。28,407 28,407 28,407 

ーーーーー，骨骨骨’・・ーーー・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ーー・.－ー ・・ ー・・・・ ・・ーー・ー・．．．．，，，，． ・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・. a・・・・・ a・・・..・・・・ a・a・・・・・ a・・ a・・ . ー・・・， ．ー，，，...ーー，．，．，．，

（経費Ij＼計） 390,602 1,050,666 1,097,487 1,110,448 

利益 企 390,602 企 17,690 企 64,511 ... 77,472 

償却前利益 ... 292,215 80,697 84,011 83,993 

共済等補填（※3) 。 。 。 。
補填後収益 企 292,215 80,697 84,011 83,993 

※現状は当該漁業操業を行わない場合の固定経費を算出。 ( 9 0日間）

※改革1～5年目は実証事業期間（9 0日間） の経費を算出。

（※1）漁業経宮セーフティーネット構築事業の活用による試算

4年目 5年目

10,752 10,752 

1,032,976 1,032,976 

。 。
1,032,976 1,032,976 

349,440 349,440 

197,510 197,510 

67,369 67,369 

36,228 36,228 

47,360 47,360 

54,528 54,528 

960 960 

12,951 12,951 

20,748 20,748 

91,598 91,598 

41,884 41,884 

158,978 150,714 

。 。
。 。
。 。

28,407 28,407 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃噂噂噂噂噂噂噂圃圃圃圃圃圃． ー－・・・・・・・・・・・・－ーーーー・・・・ー．

1,107,961 1,099,697 

... 74,985 ... 66,721 

83,993 83,993 

。 。
83,993 83,993 

（※2、3）新たな操業形態による漁獲データ取得後、 実績を用いた収入安定対策の事業

の活用については地域協議会で検討する予定
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〈〈参考3における算定基礎〉〉

－燃油代

①現状

さぱ・いわし棒受網漁業を操業しな力、った場合を想定しており、漁業経曽セーフ

ティーネット構築事業による補填はない。

② 改革後

改革後の燃油代から、漁業経営セーフティーネット構築事業による補填額を差し引い

て燃油代を算出。

なお、補填額は改革後燃油消費量（16隻合計） 3,787,728 £に 11円／£ （平成 24

年～26年度の漁業経営セーフティーネット構築事業での補填額の全国平均）の補填があ

ったちのとして算出。

16隻合計： 239,175千円（改革後燃油代） -41,665千円（補填額） = 197,510千円

－その他

①現状

さぱ・いわし棒受網漁業を操業しな力、った場合を想定しており、漁獲共済、積立プラ

ス、漁業経営セーフティーネット構築事業にかかる漁業負担はない。

② 改革後

漁業経営セーフティーネット構築事業にかかる漁業者負担額を計上。

16隻合計： 28,407千円（積立量： 3,787.7kR、積立単価： 7.5円／£) 

－共済等補填

①現状

転換漁業であるさぱ・いわし棒受網漁業は新規着業であるため、漁獲共済による補填

額及び積立プラスによる払戻額はない。

② 改革後

漁獲共済については、操業形態の大幅な変更により操業実績の算定が困難になること

から計上しないが、制度の活用については地域協議会で加入を前提に検討。

・補填後収支

①現状

漁獲共済による補填額等がないため、償却前利益と同額を計上。

② 改革後

漁獲共済による補填額等がないため、償却前利益と同額を計上。

※上記4点以外の項目は改革計画書14～17ページのとおり。
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ロシア200海里におけるさけ・ます流し網漁業の現状と漁業禁止に伴う課題

現状

． ． 

課題

OH27年6月、ロシアによるさけ・ます流し網漁業禁止法案成立により、 H28年1月からロシア200
海里水域内におけるさけ・ます流し網漁業が禁止された。

翌き乞与組員＂）1時 O漁業を取り巻く関係業者等への影響は約185億円と試算されている。

・周年操業の瓦解により、乗組員確保や漁業経営の悪化ヘ繋がるo

さんま棒受け網漁業
(8月～11月）

0代替漁業として5月～7月の期間、近年道東海域に漁場形成されているサパ類・マイワシ資源を有効利用す
るさば・いわし棒受け網漁業に取り組み、今後の漁業経営の安定化を図る。
05月～7月の期間、代替漁業を早期に確立させ、乗組員の周年雇用と水産加工業者等への安定した原魚供給
を行うことで、道東地域経済への影響を緩和する。

【サパ類・マイワシの資源状況】 ¥_L（【初期投資及び漁業技術】
・試験調査による予測や漁獲実態 圃・・ ・既存の漁労設備の利用
・資源の増大傾向 /-i一＼ ・既成の漁業技術

代替漁業確立に向けて、さば・いわし棒受け網漁業の実証



ロシア200海里さけ・ます流し網操業漁場図

~SNi 
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さば・いわし棒受け網漁業の概要

0さば・いわし棒受け網漁業は、サパ類・マイワシが光に集まる習性を利用し、集魚灯によって
集めたサパ類・マイワシを棒受網漁法によ担溢獲する漁業
0サパ類・マイワシは、日本の味覚を代表ず志家産物の一つであり、道東海域に漁場形成され、
新たな漁業としての期待値が高いロ

棒受網漁業船 一一一
集魚灯

サパ類・マイワシ分布図

スパンカー
セール

; 
.v 

サパ類

①サパ類の魚群を発見したら、集魚灯とまき餌を使って右舷側にサパを集め
る。
②右舷側に魚群が寄ると左舷側から敷網を投入し、集魚灯とまき餌を使用し、
サパ類を網の中へ誘導する。
③網に入ったサパ類を取り込むため敷網を船側にたぐり寄せてフィッシユ
ポンプで船に取り組む。

｜ マイワシ ｜ 

3 

①マイワシの魚群を発見したら、集魚灯でマイワシを集める。
②左舷側の集魚灯を消灯してから右舷側だけを点灯し、
マイワシを右舷側に集め、その聞に左舷側に網を入れる。左舷側の
集魚灯を点灯してから右舷側を消灯し、マイワシを網の中へ誘導する。
③集魚灯を全てけし、赤色灯を点けるとマイワシは網の中で群れ行動を
とるので、網をたぐり寄せてフィッシュポンプで船に取り込む。



取組

内容

効.果

さば・いわし棒受け網漁業への転換

0ロシア200海里水域におけるさけ・ます流し網漁業禁止法案成立に伴う、さけ・ます流し網漁業の廃
業。乗組員の流出により雇用の確保が難しくなり漁業経営が逼迫するほか、地域経済の疲弊に繋がる。

Oさけ・ます流し網漁業を廃業する16隻が5月から7月の3か月間、さば・いわし棒受け網漁業へ転換

する。

O代替漁業として、さば・いわし棒受け網漁業を行うことで、乗組員の周年雇用が可能となり、人材流

出防止となる。

Oサパ類、マイワシの漁獲により、 10,752トン、 1,033百万円の水揚げが確保され、漁業経営の安定並び

に地域経済の活性化が図られる。

実証事業の枠組

( 1）対象船16隻

見込ま 揚高等

【19t: 5隻、 29t:9隻、 39t:1隻、 41t:1隻】
※ロシア200海里水域における、さけ・
ます流し網を営んでいた者【参考A】

(2）操業期間 5月～7月までの90日間
(3）操業区域北海道太平洋地先沖合海域
(4）陸揚港花咲港他

代替後の操業パターン

4 5 8 12 

上架 ｜さけ・ます ｜さんま｜上架

整備 ｜流 し網 ｜棒受け網｜整備

上架

整備

転換工工
上架

整 備

3月

－上記の操業パターンにより、これまでどおり乗
組員を安定的に雇用することができる。

4 

( 1)航海数（40航海／隻）
(2）水揚数量 (10, 752トン）
算出根拠：過去5ヶ年の内一航海あたりのサンマ漁獲量が最も低い
平成27年度の数値をもって算出し、更に新たな漁業の為安全性を
考慮し、 70%とした。
・サパ類
24トン× 20航海× 16隻× 70%=5,376トン
．マイワシ

24トン× 20航海× 16隻× 70%=5,376トン

( 3）水揚金額 (1, 032, 976千円）
．サパ類

鮮魚販売33 5. 2トン／隻×＠118円／kg=3 9' 5 5 3千円× 16隻
=632, 848千円

船上箱詰 0. 8トン／隻×＠600円／kg=4 8 0千円× 16隻
ニ 7' 6 8 0千円

・マイワシ

鮮魚販売33 6トン／隻×＠73円／kg×＝24, 528×1 6隻
=392, 448千円

※価格は、花咲・釧路市場の平均単価により設定



取組記号
Bl① 漁場探索の共同化

0新たな魚種への転換であり、北海道内で棒受け網漁法での操業実績が無いことから、操業開始時の漁場探索に

不安がある。

O北海道の小型さんま漁船によるイワシの試験事業では単船での漁場探索であり、燃油費等のコストが掛かつて
いる。

0北海道の試験調査船「北辰丸」のサパ類・イワシ類の漁期前調査結果【参考B・C】を基に、実証船16隻

取組 ｜ による船団操業を確立させるとともに、僚船（厚岸の3隻）とリアルタイムに情報を共有することで、刻々
内容 ｜ と変化する漁場形成に対応すべく情報交換を行い、漁場の共同探索を行うことで探索時間を削減し操業

効率の向上を目指す。また、漁場形成が不透明である漁期当初には、代表船を選定し漁場の共同探索を行う。

O船団操業により漁場探索等、操業効率化が図られる。

魚群有り

5 
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取組記号
Bl② ｜漁場探索の共同化

13σ 135・ 140・ 145'。 150・ 155・ 160・ 165° 17σ 

130・ 135・ 1必・ 145° 150・ 1ss・ 160-・ 165・ 170’ 

ロロシア200海里さけ・ ます流し網漁場。さば・いわし棒受け網漁業想定漁場

s・ 

o・ 
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水産試験場調査船北辰丸によるサパ・イワシの
採取調査状況などから想定される漁場

圃.監歯車園圃． 
． 圃置翠藍量霊園圃

圃E 盤E彊掴・目． 
~ 

~ l嗣
園F用組墨田

パ・イワシの採取量が多いポイント（H27.6)



取組記号
B2 
減速航行の取組み

0新たな魚種への転換であり、北海道内で棒受け網漁法での操業実績が無いことから、

取組

内容

操業開始時の漁場探索に不安がある。

0北海道の小型さんま漁船によるイワシの試験事業では単船での漁場探索であり、燃

油費等のコストが掛かっている。

0出港及び帰港の際に減速航行を行うことで、使用燃油量の削減を図る。 【参考D・E】

効蝿果 lo主機関の回転数を抑えることで、 3凶 Lの省エネ効果が見込まれる。

従来航
4, 

燃油使用量削減効果｜

3 14KL 減速航行時燃油使用量
3, 8 4 8KL 
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3,800目oke

3,600.oke 
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改革前

「弘元削減均一ト］

改革後



取組記号

c 
資源管理への取組み

OTAC制度に基づく資源であり、資源管理の取り組みが必要。

取組 lo両魚種ともTAC魚種である事から、北海道海洋生物資源の保存及び管理に関する計画に基づき、
内容 ｜ 漁獲数量の報告を行うなど資源管理の取組みを実施する。操業日誌の義務付け【参考F】

効・果 loサパ類、マイワシ資源の持続的利用が確保される。

資源の持続的利用

量 的な管理手法

質 的な管理手法

・産卵親魚の保護
・網目の大きさ規制
．漁船数の制限など

8 

TAC制度
・魚種毎に年間の漁獲可能
量を定め、水産資源の適
切な保存・管理を行うた
めの制度

対象魚種
・サンマ、スケトウダラ、マアジ、
スルメイカ、ズワイガニ

マサバ、ゴマサパ、マイワシ



取組記号
D 
混合餌料の活用

0餌料用の冷凍イワシは当該地域での活用がなく、現状では他地区より仕入れが必要であることから
輸送コストも含まれ高価である。

取組 loまき餌コストの削減のため、冷凍イワシだけでなく、安価で入手可能な商品価値の低い雑魚や加工残
内容 ｜ さいを混合してコストの削減を図る。

効・果 I oまき餌コストが1年白川

餌の使用量

O小川地域プロジェクトのさば棒受け網漁業
の操業実績を参考に、漁獲割合により、餌の
使用量を算出した。
(H23～H25平均）
①小川地域餌使用量560トン
サパ漁獲数量3,380トン
（当地域サパ漁獲予定数量336トン）
根室地域336トン／小川3,380トン＝生也監
②漁獲割合から算出される餌の使用量
小川地域使用量560トン／9.94%=55.7トンー
5 6トン

0根室地域の餌の使用量 5 6トン

餌代

O餌単価は餌業者からの聞き取り等により
設定した。
冷凍イワシ80円／kg、代替餌料40円／kg
O冷凍イワシによる餌代
56トン×80円／kg=4' 4 8 0千円

見込まれる効果

O集魚効果の検証のため、初年度は「冷凍イワシ28トン」に「混合餌
料28トン」を混合使用し、 2年目以降は「冷凍イワシ18トン」 「混合餌
料38トン」を混合使用する。 （混合の割合は目安）

【1年目】 (1隻当たり）
－冷凍イワシ 2 8トン× 80円／kg=2,240千円
・代替餌料 2 8トン×40円／kg=I. 1 2 0千円

3' 3 6 0千円
【2年目】 ( 1隻当たり）
・冷凍イワシ 1 8トン× 80円／kg=I,440千円
・代替餌料 3 8トン× 40円／kg=l, 520千円

2' 9 6 0千円

｜圃拶【1隻当たり】
I I i年目：混合餌料の活用により 1~120千円削減
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4,480千円－3,360千円＝1,120千円
2年目：混合餌料の活用により1,520千円削減
4,480千円一2,960千円＝1,520千円

【16隻】
1年目：混合餌料の活用により17,920千円削減

71,680千円－53,760千円＝17,920千円
2年目：混合餌料の活用により24,320千円削減

71,680千円－47,360千円＝24,320千円



船上選別機の搭載

0漁獲するサパ類・マイワシについて、魚種・規格別に手選別作業を行うと操業時間の

増大につながり、乗組員の労働負担増に繋がる。

取組 IO選別機を使用することで、選別作業が簡略化され、操業時間の短縮や、乗組員の労働
内容 ｜ 負荷を軽減する。

0選別機の使用により、漁獲したサバ類・マイワシの選別作業時聞が短縮されるととも

効麗果｜ に、漁獲直後のサバ類・マイワシを水氷した魚槍内に取込むことができ、鮮度維持が

可能になり、かつ、乗組員の労働負荷の軽減が図られる。

選別機導入により

10 

選別作業が簡略
化され、乗組員
の労組圃幽障を軽



取組記号
E2 
ミンチ機の導入

取組

内容

効橿果

0まき餌及びまき餌の製造（ミンチ）を手作業で行うことで、漁労作業との重複により

作業効率の低下や乗組員の安全性の低下に繋がる。

0まき餌製造機（ミンチ）を導入・共同利用することにより、乗組員の負担軽減し、

作業効率の向上を図る。

0まき餌製造（ミンチ）を自動化することで、乗組員の負担軽減に加え、軽労化を図る

ことで漁労作業の安全性の向上にも繋がる。また、まき餌製造（ミンチ）については

ミンチ機の共同利用が可能なことから、船団でサパ類の漁獲情報を共有し、まき餌の

必要性および使用数量を判断することで、操業効率の向上にも繋がる。

｜ 餌料混合槽 ｜ 

・自動まき餌機の導入見合わせについて、製造元が道外で計画期間中の全船分発注が困難な状況並

びに、サパの来遊が極端に少なくミンチ餌の手撒きでの対応が可能でことから導入を見送った。

サパ類の来遊が多く手撒き作業の負担が付加される状況であれば再度、導入について検討する。

11 



取組記号
E3 

漁具の導入
【テトロン製サパ・イワシ専用棒受け網】

取組

内容

0現状の船では、サパ類、マイワシの漁獲を目的とした漁具がサンマ棒受網を代用して

おり不十分である。

Oテトロン製サパ・イワシ専用棒受網の導入および既存漁具の改良。

効磁果

0色や振動に敏感なサパ類・マイワシの特性に合わせ、網地は黒色で重量があり、網成
りの吹かれが少ない、テトロン製の専用の棒受網導入により、サパ類、マイワシの

漁獲が可能となる。

サパ・イワシ専用棒受網の導入

、、、
、
．．．
． 

12 「羽原閲図 ） 



地域における原魚確保対策
取組記号
F 
0さけ・ます流し網漁業禁止により、道東地区の流通加工業の原魚確保が困難な状況で

ある。

O実証船の陸揚港を指定し、経済的影響を受けた道東地域へのサケ・マスに代わる安定

したサパ類・マイワシの供給を行うことで、地域の活性化に取り組む。

取組

内容

0花咲港陸揚げによる安定した原魚の確保。果効

5,376トン

【安定供給】

二
一事

量

一

数

類

一

給

パ

一

供

サ

一

I I悶縮む

可~ I 

l.1'~－~－－－ ) 11 
道東地域ヘ安定した原魚
供給を行なうことにより、
地域の活性化
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取組記号
GI 漁獲物高鮮度保管

0サパ類・マイワシについては、ミール加工向け出荷（タンク販売）が主流であり、

安値傾向である。

取組 IO漁獲したサバ類・マイワシについて、予め魚胎内に水氷を施し、選別機にて選別され
内容 ｜ た直後に魚槍内に取組むことで、高品質及び高鮮度保管の実施。

効a果 lo高品質及び高鮮度保管の実施により生鮮向け流通が可能となる。

高品質及び高鮮度保管の 鮮向け流通が可能となる

生鮮向けサパ類
632,858千円 (@118円／kg×335.2トン×16隻）

生鮮向けマイワシ
392,448千円 (@73円／kg×336トン×16隻）

※ミール単価で、の漁獲想定（H27釧路のミール価格の平均単価）
ミール流通サパ類 167,868千円

(@31.3円／kg×335.2トン×16隻） ） 
ミール流通マイワシ205,363千円

(@38.2円／kg×336トン×16隻） ） 

※鮮度指標であるK値は、 0度で貯蔵の場合5日目まで20%以下
を保持。銀｜｜路水産試験場、 H27サパはえ縄企業化検討調査結果より

14 



取組記号
G2 
サパ類の船上箱詰めの実施

0サパ類・マイワシについては、ミール加工向け出荷（タンク販売）が主流であり、安
値傾向である。

取組 10商品価値の高い大型のサパ類については、漁獲後すぐに選別し、船上で箱詰めを行う
内容 ｜ ことで一般生鮮向けとの差別化を図る。

効・果 lo船上箱詰めによる差別化をすることで更なる魚価の向上が図られる。

大型のサパ類については、船上で箱詰めしたものを出荷し、差別化を図る

15 

・船上箱詰めサパ類 7,680千円
(@600円／kg×0.8トン×16隻）

生鮮向けでの漁獲想定

・生鮮向けサパ類 1,510千円
(@118円／kg×0.8トン×16隻）

※価格は釧路市場の平均単価
より算出。



取組記号
H 地域との連携強化

0当計画対象地区（日高・十勝・根室）ではサパ類・マイワシの取扱いが少なく

流通・消費者への認知度が低い。

取組 10オール根室体制で取組む根室市の「ねむろ水産物普及推進協議会」との連携により、
内容 ｜ 根室市水産物のイベントを活用したPR活動を実施する。

0ねむろ水産物普及推進協議会が行う札幌市の北海道庁赤レンガ庁舎前で根室水産物PR

効情果｜ イベントに参加し、道内外より多くの来場者に高品質なサパ類・マイワシのPR活動を

行うことで認知度の向上並びに消費拡大に繋がる。

サパ類・マイワシのPR活動
を行うことで認知度の向
上並びに消費拡大に繋がる。

16 
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｜根室地域プロジェタ
NO. 船名 トン数 船齢 船長年齢 有 資 格 乗組員数

1 根室A丸 19トン 28年 65歳 1級小型船舶操縦士 乗組員8名

2 根室B丸 41トン 10主下 48歳 4級海技士（航海） 乗組員8名

a町 根室2隻 ．、戸，； 長； ,.} －~~伊ιー司 酔 ／ 

主、よ事む型 宅f ． ー 宮】＂＂＇~~

3 歯舞AF 丸 29トン 5年 55歳
5級海技士（航海） 1級小型船舶操縦士

乗組員8名
電話級無線通信士・特殊無線技士（国際無線電話）

4 歯tirnF 丸 29トン 5生下 40歳 5級海技士（航海） ・1級小型船舶操縦士 乗組員8名

5 歯舛CF ；丸 29トン 4年 67歳 5級海技士（航海） ・1級小型船舶操縦士 乗組員8名

6 歯舞DF 丸 29トン 4年 41歳 5級海技士（航海） ・4級無線通信士 乗組員8名
‘·.守＇• 明歯舞4隻 ・，．

’砂 ．ト，a ‘ ‘ぜ －‘司．

7 落石A丸 19トン 32年 44歳 1級小型船舶操縦士 乗組員8名

8 落石B丸 29トン 16主下 54歳 1級小型船舶操縦士・ 5級海技士（航海） 乗組員8名

9 落石C丸 29トン 17年 48歳 5級海技士（航海） 乗組員8名

10 落石D丸 39トン 6年 56歳 5級海技士（航海） 乗組員8名

ι ‘ 
’守 .. 

落石4隻
． 
' . 『 ・．

11 湾中A丸 19トン 28年 33歳 1級小型船舶操縦士・ 5級海技士（航海 ・機関） 乗組員8名

12 湾中B丸 29トン 15年 49歳
1級小型船舶操縦士 ・5級海技士（航海 ・機関）

乗組員8名
第4級海上無線通信士・第1級海上特殊無線技士

句＇”. 湾~1=•2隻 世J 叫だ設立j~慰金d t正F雪咽 国回母二子主~~兎B~ 
主；..，.＿.，－

司阿

5級i侮技士（航海） ・1級小型船舶操縦士 日

13 大樹A丸 29トン 181:下 47歳
4級無縦通信士

乗組員8名

14 広尾A丸 29トン 18年 63歳 5級海技士（航海） （機関） ・1級小型船舶操縦士 乗組員8名

15 日高A丸 29トン 17年 49歳
5級海技士（航海） ・1級小型船舶操縦士

乗組員8名
第4級海上無線通信士 ・第1級海上特殊無娘技士

16 日高B丸 29トン 15年 53歳
5級海技士（航海） ・1級小型船舶操縦士

乗組員8名
第4級海上無線通信士・第1級特殊無線技士

日高2隻 ゐ・ . ' ．凶

－道ι‘.：・a・, ' 
J・ ... ‘－ー＇. ・1・

合計16隻
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参考A② 根室地域プロジェクト所属稼働漁船

No. 漁協 船名 トン数 1月 2月 3月 4月 5月 I6月 I7月 8月 什月 12月 （請 考

一1 根室 根室A丸 19トン
’ . 上架整備 ：上架整備J

2 根室 級室B丸 41トン
w底はえな才デ ー準備整備 さ 底はヌ：すま:6

娘室2隻計 け
i泊券F 歯舞AF ；丸

． 壇Iま~3 29トン ．底は．えなオデ 準備整備

4 歯舞 歯11-lf.B'1L 29トJ ’ ． 上架整備 司・a ：：£架整備：

5 歯舛 歯舞C F 丸 29トン ー底はえ亙五 整備整備
、 底はえなが~ 

6 歯舞 1~111-lf.D F 丸 29トン 1邸主主主五 準備整備 、． }&1ずだ泊：’
さ

歯舞4隻計 漁 ん
落石 落石A丸 19トン 業 ま7 ’ 上架整備

． － 
：上架整備：

棒8 落石 落石B丸 29トン 上架整備 ι上架整備：
さ 受

9 落石 落石C丸 29トン ．底は．えまF 整備整備 ば bす 底ば王立五

10 落石 落石D丸 39トン 底はえなE 整備整備 ． 網 塵l主主主垣

落石4隻計 u、 漁
わ 業

11 湾中 湾中A丸 19トy －~，まえ疋オデ 整備整備 し 底Ii:え主わ

湾中 湾中B丸
』

’ 棒12 29トン 障は主主オフ 』準備整備 車iまえ江主主

級室湾中2隻計 受け
13 大樹 大樹A丸 29トン すけとうだら

E，圃整ーー準「
網 与けとうだ4

広尾 広尾A丸 ． 固定式刺網 d』備ー－備..J 漁 ーi固定式刺網I 
14 29トン

15 日高 日高A丸 29トン 王架整備
． － 
業 :=i:架整備：

16 日高 日高B丸 29トン 王架整備 ＇.£架整備：
ιも

日高中央2隻計

18 



サパ・イワシ漁場想定箇所

集箇所 ・r・6圃~~査0マ点3イ01’ ル）
査点2 査点3

t花咲港か 061.2マイル） (171.0マイル）

らの距離） N4l0 30' N40° 50' N40° 00' 

E145° 00' E143° 30' E145° 00' E143° 30' 

サパ（尾数） 228 467 324 131 I 287 

イワシ（尾数） 3,032 I 6,588 I 1,075 I 908 I 2,900 

【水産試験場調査船北辰丸による直近（2015.6）の漁獲割合】

司長， 尾 数 平 均 平 均 漁獲量（ g ) 漁 獲 割 f; 

魚体長（ cm) 魚体重（g)

サパ（尾数） 1,150 28 294 338,100 

イワシ（尾数） 11,603 18 77 893,431 2.64 

※魚体重は中央水産研究所2002年発表データーより算出した。
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参考C
北海道道東海域におけるサパ・イワシ資源動向
【錫If路水産試験場、調査船北辰丸によるサパ・イワシ採集状況】

【2011.6～2015.6月期】
【サパ】 単位：尾数

調査点1 調査点2 調査点3 調査点4

N42° 30' N4l0 30' N40° 50' N40° 00' 年度計

E145° 00' E143° 30' E145° 00' El43° 30' 

2011.6 。 。 125 73 

2012.6 。 84 189 55 

2013.6 237 196 813 356 

2014.6 538 1,660 102 741 

2015.6 228 467 324 131 

【マイワシ】 単位：尾数

調査点1 調査点2 調査点3 調査点4

N42° 30' N4l0 30' N40° 50' N40° 50' 年度計

E145° 30' El43° 30' E145° 00' E143° 30' 

2011.6 。 10 416 389 

2012.6 。 2,456 。 1 

2013.6 21 1,013 43 4,441 

2014.6 2,262 794 1,551 759 

2015.6 3,032 6,588 1,075 908 

20 

198 

328 

1,602 

3,041 

1,150 

815 

2,457 

5,518 

5,366 

11,603 



さば・いわし棒受け網漁業操業行程表

圃重｜｜図書目｜｜

I.•覇圃｜瞳翻｜ ｜

順調V.L圏 ｜

順調｜｜E覇軍
｜漁場4 （調査点4) (250.1マイル）｜

合計

23時間

旧

時

引

旧

E
1
1
E

齢

到

‘・

1

航nu 
唱・－×
 

口
H、，
－

M閑 ｜｜
合計

43時間E璽彊

口
H却

時
＝

ヨ

ペ
川
川
川

海
「1
1
1

航nU 
4
A
 
×
 
目、，
－

出港

時化や沖止まり

時化等による休漁及び沖止まり10日間と想定する。

［ 操業
7時間 ）｜闘ii合計45時間置盟彊

時医d
E
E

・E
・－E

唱・－

j置輔｜圃聾置｜｜ II臨調｜圃 ｜［品
翌16時

（ 航行 I 
25時間 I 

（ 航行 ｜ 

25時間

帰港

結果

操業期間90日間（5月～7月）で40航海と計画する。
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l参考E① 燃油消費量の試算
【A機関】調査点1～4 平均

状態
回転数 消費燃油量 消費時間 使用燃油量
(rpm) (Q/h) (min) （£） 

港＝キ漁場 1,300 108 16.1 1, 738.8 

探索移動 1,300 108 2.0 216.0 

操業（主機） 900 39 7.0 273.0 

操業（補機） 1,800 171 7.0 1,197.0 

漁場＝宇港 1,300 108 16.1 1, 738.8 

合計 5,163.6 

状態
回転数 消費燃油量 消費時間 使用燃油量
(rpm) (Q/h) (min) (Q) 

港＝キ副総場 1,300 140 16.1 2,254.0 

探索移動 1,300 140 2.0 280.0 

操業（主機） 900 48 7.0 336.0 

操業（補機） 1,800 171 7.0 1,197.0 

漁場＝キ港 1,300 140 16.1 2,254.0 

合計 6,321.0 



（参考E② ｜燃油消費量の試算
【C機関】調査点1～4 平均

状態 状態
回転数 消費燃油量 消費時間 使用燃油量
(rpm) （~／h) (min) （£） 

1,850 I 167 港＝キ漁場 1,700 150 16.1 2,415.0 

1,850 167 探索移動 1,700 150 2.0 300.0 

900 40 操業（主機） 1,100 40 7.0 280.0 

1,800 171 操業（補機） 1,800 171 7.0 1,197.0 

！場合計斗潜 1,850 167 漁場＝宇港 1,700 150 16.1 2,415.0 

合計 6,607.0 

【D機関】調査点1～4 平均

用燃油量
（£） 

． 
状態 、rplllJ 、，｛.，＇"' 状態

回転数 消費燃油量 消費時間 使用燃油量
(rpm) （~／h) (min) (Q) 

省エネ
1,350 155 14.6 2,263.0 港＝キ漁場 1,250 132 16.1 2,125.2 

1,350 155 2.0 310.0 探索移動 1,250 132 2.0 264.0 

900 50 7.0 350.0 操業（主機） 900 50 7.0 350.0 

1,800 171 7.0 1,197.0 操業（織機） 1,800 171 7.0 1,197.0 

漁場＝キ港 1,350 155 14.6 2,263.0 漁場＝キ港 1,250 132 16.1 2,125.2 
燃油削減量：

合計
321.6Q 

合計 6,061.4 
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参考E③ 燃油消費量の試算
【E機関】調査点1～4 平均

周知B油量
(Q) 

状態 状態
回転数 消費燃油量 消費時間 使用燃油量
(rpm) (Q/h) (min) (Q) 

港＝キ漁場 1,500 175 14.6 2,555.o I 省エネ 港二争漁場 1,350 120 16.1 1,932.0 

探索移動 1,500 175 2.0 350.0 探索移動 1,350 120 2.0 240.0 

900 39 7.0 273.0 操業（主機） 900 39 7.0 273.0 

1,800 171 7.0 1,197.0 操業（補機） 1,800 171 7.0 1,197.0 

14.6 I 

：出燃油削減量
1,356Q 

漁場＝宇治 175 

合計

漁場＝キ滋 1,350 120 16.1 1,932.0 

合計 5,57 4.0 

【F機関】調査点1～4 平均

省エネ
状態

回転数 消費燃油量 消費時間 使用燃油量
(rpm) (Q/h) (min) （£） 

1,350 155 14.6 2,263.0 治ニキ漁場 1,250 132 16.1 2,125.2 

1,350 155 2.0 310.0 探索移動 1,250 132 2.0 264.0 

900 50 7.0 350.0 
操業（主

900 50 7.0 350.0 機）

1,500 12.5 87.5 
7.0 

機業（補 1,500 12.5 87.5 機）
7.0 一1,500 12.5 87.5 漁場＝キ滋 1,500 12.5 87.5 

1,350 155 14.6 2,263.0 
燃油削減量：
321.6Q 

合計 1,250 132 16.1 2,125.2 

港コキ漁場 I 5,361.0 港＝キ漁場 5,039.4 
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［参考E④ ｜燃油消費量の試算
予定航海数 40回

燃油単価： 62.3 円（直近3月1日の単価に燃油価格動向を勘案し＋10%にて算出）

No. 漁協 船名 トン数 主機型式 改革前 改革後 燃油削減益 改革前燃泊費 改革後燃泊費 燃泊費削減効果

1 娘室 根室A丸 19トン C機関 267 ,496 .o Q, 264 ,280. OQ 3,216.0 16,665,001円 16,464,644円 201千円

2 根室 根室B丸 41トン B機関 279, 720.0Q 252 ,840. 0 Q, 26,880.0 17,426,556円 15, 751,932円 1,675千円

娘室2隻計 547 ,216.0Q 517 ,120.0Q 30,096.0 34,091,557円 32,216,576円 1,876千円

3 歯舞 踊歩~A F 丸 29トン D機関 255 ,320 .o Q, 242,456.0Q 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

4 歯舞 iWI鉾Br 丸 29トン D機関 255 ,320 .OQ 242 ,456. 0 Q, 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

5 歯~ip. 歯舞CF 丸 29トン D機関 255,320. OQ 242 ,456. 0 Q, 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

6 歯郷 i'Jii~im F 丸 29トン D機関 255 ,320 .OQ 242,456 .OQ 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

1¥lii舛4隻 計 1,069 ,520 .o Q, 962,672. OQ 106,848.0 66,631,096円 59,974,466円 6,656千円

7 落石 落石A丸 19トン E機関 279, 160 .OQ 224 ,920. 0 Q, 54,240.0 17,391,668円 14,012,516円 3,379千円

8 落石 落石B丸 29トン D機関 255,320. OQ 242 ,456 .o Q, 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

9 落石 落石C丸 29トン D機関 255 ,320 .o Q, 242' 456. 0 Q, 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

10 落石 落石D丸 39トン F機関 214,440.0Q 201,576.0Q 12,864.0 13,359,612円 12,558,185円 801千円

落石4隻 計 1, 004' 240. 0 Q, 911,408 .o Q, 92,832.0 62,564,152円 56,780,718円 5,782千円

11 湾中 湾~ll A丸 19トy B機関 279, 720. 0 Q, 252, 840. 0 Q, 26,880.0 17,426,556円 15, 751,932円 1,675千円

12 湾中 湾中B丸 2！）トン B機関 279. 720 .o Q, 252,840.0Q 26,880.0 17,426,556円 15,751,932円 1,675千円

根室湾中2隻 計 559 ,440 .o Q, 505 ,680 .o Q, 53,760.0 34,853,112円 31,503,864円 3,350千円

}.3 大樹 大樹A先 29トン D機関 255,320. OQ 242,456.0Q 12,864.0 l5,906,436円 15,105,009円 801千円

14 広尾 広尾A丸 29トン A機関 239,760.0Q 206,544. OQ 33,216.0 14,937,048円 12,867 ,691円 2,070千円

15 日高 日高A丸 29トン D機関 255 ,320 .OQ 242,456. 0 Q, 12,864.0 15,906,436円 15,105,009円 801千円

16 日高 日高B丸 29トン B機関 279, 720. OQ 252 ,840 .OQ 26,880.0 17,426,556円 15,751,932円 1,675千円

日高中央2隻 計 535,040 .o Q, 495,296.0Q 39,744.0 33,332,992円 30,856,941円 2,476千円

合計 4 ,210 ,536. 0 Q, 3,841,176.0Q 369,360.0 262,316,393円 239,305,265円 23,011千円

25 



｜参考F ｜操業日誌（参考〉

平成 年度さば・いわし棒受け網漁業操業日誌

・船名： 第O 未定丸

・報告者氏名： 。。 出港日時 平成年 月 日 時 分 港 名

帰港日時 平成年 月 日 時 分 港 名

操業月日 操業時間 操業回数 操業位置
漁獲量 漁獲量

餌付状態 灯付状態 備考
サパ類 マイワシ

月 日 時 分 N kg kg 

から E 良 並・不 良 並・不
好良 好良

時 分 （海区番号

月 日 時 分 N kg kg 

から E 良並．不 良”並．不
好良 好良

時 分 （海区番号：

月 日 時 分 N kg kg 

から E 良 並・不 良 並・不
好良 好良

時 分 （海区番号：

月 日 時 分 N kg kg 

から E 良 並・不 良 並・不
好良 好良

時 分 （海区番号

月 日 時 分 N kg kg 

から E 良 並・不 良 並・不
好良 好良

時 分 （海区番号：

航海計

累計

1、備考欄には、 「出港名の港及び時間1も記入すること。

2、また、操業を行わなかった日についても、①「沖だしI、②「帰港J、③「適水j、④「濠泊｜、⑤「ささえ｜等を備考欄へ記入する

三とL
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